検察官　冒頭陳述要旨

平星24年4月18日

被告人　　　　　蟹

検察官　御剣　怜侍

狩魔　冥　
第1　犯行に至る経緯

　平星23年10月1日、被告人蟹の母親は事故によって亡くなりました。蟹は、本件の被害者猿が、蟹の母親に柿を投擲し、死亡させるに至った場面の一部始終を目撃したと証言しました。蟹の証言のもと、その被疑者として猿が逮捕・勾留されましたが、嫌疑不十分として不起訴処分となりました。この事をきっかけに蟹は猿に恨みを抱くようになり、本件が引き起こされました。

第2　犯行の状況

1. 蟹は平星24年11月8日20時頃、友人である臼、蜂、栗(以下臼等)を被告人宅に呼び出しました。猿に対する恨み言を臼等に述べる蟹に、臼が報復を提案しました。蜂及び栗も同調し、蟹も臼の提案に同意しました。その後蟹、臼等の4名で猿殺害について共謀し、詳細な計画を立てました。

2. 蟹は、平星23年11月11日16時40分頃、帰宅途中の猿と遭遇しました。上記計画に従い、蟹は16時40分から50分の約10分間、臼等が猿宅に侵入し、犯行を遂行するための準備を整える時間を稼ぐため、猿を引き止め、猿宅へ帰らせないようにしました。臼等は同日16時30分頃から猿宅へ侵入し、50分頃に、準備を完了しました。臼等は猿が帰宅したところを襲撃し、傷害を負わせ猿を死亡させました。
第3　その他

1.　被告人の身上、経歴など
蟹は、東京都千代田区永田町出身であり、農業高校を卒業後、愛知県可児郡阿合村に在中し、林業に従事しています。
2.　被告人の前科関係

蟹に前科はありません。
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